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最先端AI技術開発における
インドとの産学連携

Seeing More
Than Your Eyes
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1. 自己紹介・AWLご紹介

2. グローバル活用による開発体制構築

3. インド・産学連携による開発体制の強化

4. 今後の発展に向けて

本日の内容



Copyright© 2023 ALL RIGHT RESERVED, AWL, Inc.

自己紹介
・

AWLご紹介



©2021 AWL, Inc. 4

土田 安紘 取締役CTO 

北海道勇払郡生まれ。北海道大学大学院修士課程修了。
2001年4月に松下電器産業株式会社（現パナソニック
（株））に入社し、NTTドコモ向け携帯電話のミドルウェ
ア開発に従事の後、本社R&D部門にて幾つもの新規事業開
発プロジェクトを主導。その後、米国シリコンバレーでの
社内起業プロジェクトリーダに抜擢され、2012年から
2016年まで米国・日本市場向けのモバイルO2Oサービス事
業を立ち上げを主導。
AI新時代の到来、AI活用ビジネスの最前線で業界リーダー
として”ふるさと北海道”からグローバル市場を切りひらく
ための挑戦の場として魅力を感じ、参画。全社技術戦略、
知財戦略を統括。2019年9月に取締役就任。

自己紹介
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社名 AWL株式会社 (北大認定ベンチャー企業)
日経NEXT Unicornにランクイン

創業 2016年6月

株主 経営陣、サツドラHD 他

資本金 100,000,000円 (連結)

従業員数 89名 (グローバル連結 /2023年8月1日現在)

拠点 東京、札幌、ベトナム・ハノイ、インド・バンガロール

監査 常勤監査役:泉原克人、監査役 (弁護士): 熊谷文麿、監査役 (会計士):松岡直之

会社概要

北出宗治
代表取締役社⾧兼

CEO (ファウンダー)

土田安紘
取締役CTO

(弁理士)

戸川晋一
CFO

土田美那
最高人事責任者

松村亮
社外取締役

Joanne Lin
社外取締役

富山浩樹
社外取締役

川村秀憲
上級技術顧問

（ファウンダー）

Biplab Banerjee
技術顧問
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人間の目を超えて
お客様満足度向上に貢献
人間の目を超えて
お客様満足度向上に貢献

AWL: 私たちの役割

AWLの人工知能 (AI) をカメラに搭載し、情報をリアルタイムで可視化。
より効果的なオペレーションやプロセスを把握、日常の課題を解決。
スマートストア実現に向けた一歩をお手伝いします。
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あなたの店舗をリアルタイムで可視化。最先端のAI映像分析ソリューション / 豊富なIoTインテグレーション

AWLのソリューション
ソリューション

既設の防犯カメラを活用した
AI映像分析サービス

簡単設置の
AI映像分析サービス

Id:5 7.5s

No Mask F25
Roll:4.5 Pitch: 6.7 Yaw:3.8
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AWL Lite (サイネージ視聴分析）

エントランス前の
デジタルサイネージで

トラッキングID
視聴判定(●表示)と

視聴時間

マスク着用有無(GOOD/NONE)と
性別(F/M)・年齢



9© 2023 AWL, Inc.

AWLBOX (Single Camera Tracking)

店内設置のFisheye camera
映像を分析し、

棚前での客の滞在時間と、
商品接触を検知

棚前滞在時間

商品接触検知

足の位置
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AWLBOX (Multi Camera Tracking)

複数カメラ間を跨って
同一人物に同一IDを付与しながら、

滞在時間・商品接触分析を行う
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顧客行動のデータを利用したリテールメディア

“来店から、購買、退店まで”リアル空間のあらゆるシーンを
ECさながらに可視化、リテールメディアの運用～リテールDXをサポート
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グローバル活用による
開発体制構築
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会社沿革 ※開発体制強化が太字

2016.  6 東京都中央区にて、エーアイ・トウキョウ・ラボ株式会社を創業

2017.  5 サツドラホールディングス（株）と資本提携
2017.10 北海道大学内にAI開発拠点の「AI HOKKAIDO LAB」を開設

2018.12 ベトナム・ハノイに100%子会社となる研究開発拠点「AI TOKYO LAB Vietnam」を設立

2019.  2 商号をAWL株式会社に変更
2019.  9 サツドラホールディングス（株）より一部株式をマネジメントが買い取り、新経営体制へ移行

2020.  2 シリーズAラウンドとして、総額8.1億円の資金調達を実施
(株式会社アスカネット、株式会社共同通信デジタル、株式会社サイバーエージェント、凸版印刷株式会社、みずほキャピタル株式会社、
三菱UFJキャピタル株式会社、東義和)

2020. 10 インド工科大学ボンベイ校と共同研究を開始

2021.  3 札幌市に本社を新設（東京本社・札幌本社の二本社制へ移行）
2021.  6 シリーズBラウンドとして、総額20億円の資金調達を実施

(楽天キャピタル、i-Lab4号投資事業有限責任組合、サツドラホールディングス株式会社、中国電力株式会社)

2022.  3 インド・バンガロールに現地法人「AWL AI INDIA PRIVATE LIMITED」を設立
2022. 11 セ―フィーベンチャーズ株式会社、東北大学ベンチャーパートナーズ株式会社より資金調達を実施
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きっかけ 日本の人材市場でのAI人材の枯渇
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きっかけ 留学生 インターン 活用の加速
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インド・産学連携による
開発体制の強化
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インド工科大学ボンベイ校C-MInDSとの共同研究

2020/4/1より
同校コンピュータービジョンを牽引する

Biblab Banergee氏と技術顧問契約

2020/10/1より
インド工科大学ボンベイ校

共同研究を開始

2020/2
最高峰、インド工科大学ボンベイ校

学⾧Prof. Subhasis Chaudhuriと面会し、
技術連携に向けた具体的な協議を開始

世界トップ・インド工科大学ボンベイ校（IIT Bombay)とのコラボレーション

人工知能・データサイエンスをリードする
Centre of Studies in Resources Engineering (CSRE)

Centre for Machine Intelligence and Data Science（C-MInDS）
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Prof. Biplabとの出会い

Biplab Banerjee 博士(工学)

インド工科大ボンベイ校 助教授
AWL技術顧問

West Bengal University of Technology (2008年)とJadavpur 
University (2010年)において、コンピュータサイエンスと

エンジニアリングのB-TechとM-Engg学位を取得

インドIITルーキー コンピュータサイエンス&エンジニアリング学科
の助教授に就任

IIT資源工学研究センターにおいて機械学習とビジュアルコンピュー
ティングの助教授を務めるとともに、IITボンベイ校マシンインテリ
ジェンス&データサイエンスセンターに所属

– EE部門、IITボンベイのビジョン&画像処理グループと密に連携
しながら最先端の研究に取り組む

– 最近の研究テーマには、ゼロショット学習、メタラーニング、
マルチタスク学習、ドメイン適応と転送学習、リモートセンシン

グデータのマルチモーダル解析、深層強化学習なども含まれる

AWL株式会社の技術顧問に就任

インド工科大学（IIT）ボンベイ校にて機械学習の分野で博士号修了2015

2008 - 2010

2016/10 –
2018/5

2018/6

2020/7



Prof. Biplab研究室の学生と

The happiness and excitement with the people.
インド工科大学ボンベイ校と共同研究を実施する
CSRE/C-Minds Biplab Banerjee研究室の学生との時間
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AWLのグローバル採用力＠India

インド工科大学（IIT）

0.5%
200万人から

選抜された人材

Step1 Step2 Step3

AWL定期採用
インターンシップ応募

インターンシップ
実施

Step4

採用・入社

毎年1,500名以上 毎年25名以上

AWLへの応募者数
各イベント数100名

夏・冬インターン
選抜・実施者

トップクラス
人材採用
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2022/03

2022/08

2022/10

2023/07

2023/05

2023/02

AWL AI India設立

AWL AI IndiaをBengaluruに設立

IITB、IITBRP MOU締結

IITB 第2回目共同研究開始

NEDO×IITB ハッカソン企画

Times of India
全インド掲載
JETRO Interview

西村大臣
インド出張同行

コロナ禍のインド子会社設立
-国内事業部との一体運営加速による成果大
-AWLのプレゼンス向上に大きく貢献

ケララIT企業との協業、IITインターン受け入れ

・建設中のIITBRPに
初の外国企業として内覧

・2023末もしくは2024に
新棟に事務スペース確保
予定（Murata、AWL）



© 2021 AWL, Inc.

22
AWL AI India 代表者

インド工科大学ボンベイ校在学中に、コンピュータビジョンのスタート
アップ、Augle Ai社の共同設立者兼CTOに就任。インドの小売スペースの
デジタルトランスフォーメーションに取り組む。

AWL株式会社 入社

AWLの低消費電力IoTエッジAIデバイス、AWL Lite開発グループのグルー
プマネージャーとして設計・開発の陣頭指揮をとる。

– インドのスタートアップ・エコシステムにも積極的に参加しており、
インドを拠点とするエンジェルコンソーシアムであるKnowledge
Capitalの一員として、グローバル市場に焦点を当てたアーリース
テージのSaaS、EV、Web 3.0のスタートアップを支援している。

インド工科大学ボンベイ校卒業2020/7

2018/6 

2020/8

2021/8

Alok Bishoyi
インド工科大ボンベイ校
AWL India現地法人代表者
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AWL AI India 概要

項目 内容

法人名 AWL AI INDIA PRIVATE LIMITED

本店所在地
NASSCOM Centre of Excellence for IoT & AI

KEONICS, 29A E, 27th Main, 7 th Cross, Sector 1, 
HSR Layout Bangalore, Karnataka 560102

代表者名 Alok Bishoyi

現地法人設立
目的

・リテール業界における、最先端の映像解析技術、
エッジAIソリューションを提供し、東京を本社とする
AWL株式会社の研究開発拠点として設立

・最先端、次世代研究開発に特化、AI受託研究開発を担う



24© 2023 AWL, Inc.

Times of India での掲載
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AWL AI India の成⾧戦略

202 3

2025

2 0 2 4

2 0 2 2

最先端、次世代研究開発をリードする

最速スピードで基盤確立・拡大路線へ
> 優秀人材獲得
> 研究開発体制構築
> オープンイノベーション

事業基盤構築
次期 中期経営計画
インドでAIカンパニー

ポジション獲得拡大への舵切り
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今後の発展に向けて
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IITB リサーチパーク との連携
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NEDO x IITB ハッカソン開催
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インドの魅力とは?
まとめ:Why India?

Abundant human 
resources & Energy
豊富な人材と活力
Population of 1 bil. 411 mil. 750 
tho., overtakes China in 2023
14億1175万人・2023年中国抜く

Hardworking &
High linguistic skill 
勤勉であり、語学力高い
Hardworking & match to culture, 
communicate in Eng. (Vary btw. 
individuals)
勤勉でカルチャーマッチできる、英語でコ
ミュニケーションがとれる（個人差はある）

Mkt & Growth potential 
マーケットと成⾧性
Will be #5 nominal GDP
75 yr. anniversary speech by PM Modi: 
India becomes advanced country in next 
25 years
名目GDP世界5位へ、
モディ首相75周年スピーチ
今後25年でインドを先進国に

Advanced R&D
高度な研究開発
Stable foundation of R&D 
institutions e.g. Universities & HR, 
especially IT & AI/IoT
大学等の研究機関の安定的な基盤と
その人材 特にIT系、AI/IoT

Relatively affordable 
labor cost & price 
level
人件費、物価水準も
比較的安価

Established ecosystem 
for startups
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟのｴｺｼｽﾃﾑ整備
されている



Thank you!


